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主ナル文獻

第1章　 緒 言

近來貧血ノ療法盛 ントナ リ之 ガ研究亦枚學ニ遑 アラズ.或 ハ肝臓療法或ハ脾臓療法或ハ又造

血臓器ニ刺戟テ及ボシ其ノ機能ヲ亢進セシメントス療法等其 ノ目的ニ種々アリ.造 血臓器ヲ刺

戟 スルニ自己血液ラ使用 セシハNaswitis氏(1922年)ニ シテ其ノ後之ガ追試 ハ又少ナカラズ.

 Naswitis氏 ハHaberlandt氏 ノ所謂植物 ニ於ケルWundhormonノ 如キモノガ高等動物及 ビ人

類 ニモ存在 スベキラ實驗 セリ.即 チNaswitia氏 ハ潟血シテ得タル一定量ノ血液テ脱繊維 ニ由 リ

テ非凝性 トシ冷却装置 ノ下 ニ一旦結氷 シ其ノ血球ラ破壊 セシメ2-4時 間経過後之テ同-動 物

ノ静脉或ハ筋肉内子注射 シ注射後赤血球 ノ著明ナル増加 テ認 メ得タリ氏ハ此 血液破壊 ニ由 リテ

生 ゼシ造血臓器ノ刺戟物質テWundhormone des Blutesト 命名セ リ.氏 ハ更 ニ研究 ラ進 メ脾

臓別出動物 ニ本實驗テ施行 シ注射後赤血球ノ壇多現象 ノ生ゼザル事實 ラ認 メ該物質ハ血中ニ入

リテ脾臓 ノ作用 テ受クテ始 メテ骨髄 デ刺戟 シ得ルモノ ト想像 セリ.古 川氏(1922)ハ 鹽酸「フエ

ニールヒ ドラチン」テ犬及 ビ家兎ノ皮下ニ注射 シ動物ニ貧血ヲ起 サシメタル後其ノ動物 ヨリ採
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1692 赤 岩 亨 二

血 シNaswitis氏 ト同様 ノ操作 ヲ加 へタハ後其ノ1部 ヲ動物 ノ静脉内1部 ヲ皮下ニ注射 シ赤血

球 ハ増加 スル ヲ實驗 セ リ.其 ノ後 小野,楠 氏 モ之 ガ追試 ヲナ シ同様 ノ實驗成績 ヲ報 告 セ リ.我

ガ教室榊原博 ニヒ(1928)ハNaswitis氏 ノ實驗 ヲ犬及 ビ「フエニー ルレヒ ドラチ ン」ニ依 リテ貧 血ヲ

起 セル家兎 ニ就 テ追試 シ更 ニ脾臓灌 流實驗 ヲ以 テNaswitis氏 ノ提唱 セル所謂Wundhormon

ト脾 臓 トノ關係 ヲ鮮 明 ニシ其 ノ結論 ニ述べ テ日ク, Wundhormonハ 血 液 ノ固形體 ト液體 トヲ

論 ゼズ其 ノ兩者何 レヨリモ生 ズモノニ ラテWundhormonハ 活 力 及 ビ機能 ヲ保有 スル脾細 胞 ニ

直接 シテ活動性 テ得 骨髄 ノ刺戟物質 タルヲ得 ルモノナ リ ト論 ゼ リ.以 上諸家 ノ實驗 ハ甚 ダ興 味

アルモノナルモ人 間ニ應用 セシバNaswitis氏 ノ筋 肉内 ニ注 射 セル1例 アル ノ ミニ シテ外他 ハ

皆犬及 ビ家 兎 ニ於 ケル實驗 ナ リ.然 ラバ果 シテ溶 血血液 ハ動物 ニ於 ケル ト等 シク高等動物特 ニ

人類 ノ静脉 内 ニ注射 シテ何等 ノ危險 モナキモノナルヤ又人 ニ於 テモ動物 ト等 シキ成 績 ヲ得 ルモ

ノナ リヤ.若 シ動物 ト等 シキ成績 ヲ得 レパ甚 ダ興味 アル モノニ シテ貧血 ノ療法 トシテ又 ハ輸血

ノ代用 トシテ極 メテ重要 ナルモ ノナ リ.而 シテNaswitis氏 試 驗後赤 血球 ノ増 加ニ關 スル報告 ハ

多數 ア レ共 増加 セ シ赤 血球 ノ種類或 ハ其 ノ運命及 ビ注射 前後 ノ血像 ニ關 スル業 績 ニ至 リテハ未

ダ之 レアル ヲ見 ズ恩師 泉教授 ハ余 ニ命 ズルニ本題 ノ研究 ヲ以 テセラル依 リテ余 ハ人及 ビ犬 ニ就

テ本研 究 ヲ施 行 セリ.

第2章　 研 究 方 法

檢査材料ハ泉外科入院患者及ビ健康幼若ナル犬ヲ選ビ採血ハ室腹時ニ行 ヒ採血場所ハ患者ニ於テハ正中

静脉犬ニ於テハ心臓穿刺ニヨリテ採血セ リ.採 血セシ血液ハ何 レモ脱繊維セル後結氷法 ニヨリテ溶血シ溶

血後4乃 至6時 間室温ニ放置 シ之ヲ再ビ人ニ於テハ正中靜脉犬ニ於テハ股静脉ニ注射セリ.而 シテ人ニ於

テハ1囘 ノ注射量ハ5乃 至16ccト シ,犬 ニ於テハ4乃 至15ccト ナス.犬 ニ於ケル脾臓剔出ハ極 メテ愼重ニ

行ヒ脾臓 ハ損傷及ビ出血ニ注意シ脾臓剔出後4乃 至5日 ニシテ本實驗ヲ施行セ リ.血 球計算ハThoma-Zeis

氏計算器,血 色素測定ニハSahli氏 血色素計ヲ使用シ,網 状赤血球數算定方法ハ1% Brilliantcresylblau

 alkohok液 ヲ用ヒ該液ヲ「オブヱクト」硝子ニ塗抹シ自然乾燥セル上ニ血液1滴 ヲ滴下シ「デツキ」硝子ヲ掩ヒ

檢鏡シ赤血球2000ニ 對 スル網状赤血球數ヲ求メ其 ノ數ヲ算定セ リ.血 液塗抹標本ハGiemsa-Romiinowaky

氏液 ニテ染色 シ白血球種類 ノ%數 ヲ算出セリ.之 等血球數ノ算定竝ニ各種白血球 ノ算出及ビ共 ハ採血時ニ

關スル注意ハ余 ノ小著(岡 山醤學會鮭誌第42年 第2號)ニ 依 リ施行セ リ.

第3章　 自家溶血血液注射ノ網状赤血球ニ

及ボス影響ニ就テ

網 状赤 血 球 ハ普 通 染 色 ニ ヨ リテ ハ證 明 ス ル コ トヲ得 ズ シテ 生 胆 染 色 ニ ヨ リテ 其 ノ基 質 中 ニ網 状 物 質 ノ染

色 サ レル赤 血 球 ニ シテ1893年Agkanazy氏 ニ依 リテ始 メ テ報 告 サ レ タル モ ノ ナ リ.其 ノ後Blah, Gruwitie

 M. Gohn, Pappenheim, Sclulling-Torgian,杉 山 氏 等 多數 ノ學 者 ニ依 リテ 研 究 サ レ タル 赤 面球 ナ リ. Grawilie

氏 ハ 細胞 原 形 質 ノ退 行 變 性 ニ ヨ ル モ ノ トナ シ 他 ノ學 者 ハ網 状 物 質 ハ核 ノ遺 残 物 トナ シ 又 有 核 赤 血 球 ニ於 テ
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モ本 物 質 ヲ證 明 シ 兩 者 共 ニ存 ス ル モ ノ ア リ ト云 フ者 ア リテ 未 ダ一 致 セ ザ ル モ 網 状 赤 血 球 ハ骨 髄 内 ニ多 數 存

在 ス ル モ ノナ リ. Harrop, Robertson, Roassing, Nnegeli,尼 子,蓮 池 氏 等 ハ 是 レ幼 若 赤 血球 ニ シテ 骨 髄 ハ反

感 性機 能 亢進 セ ル際 ニ著 シ ク増 加 ス ル モ ノ ト セ リ.而 シテ 正 常 ノ状 態 ニ 於 ケル網 状 赤 血球 ハ出 現率 ハ 諸 家

ニ ヨ リテ 著 シ キ差 異 ア リ人 類 ハMenlengruoht, Nuegeli氏 等 ハ0 .8%, Roessingハ0.4-1.8%, Leiminot u.

 Vincent氏 ハ0.8%, Ferret氏 ハ3-4%, Luzzatte u. Rovenna氏 ハ0.9%, Robertson氏 ハ1-2%,尼 子 氏

ハ 男 子0.8-0.1%女 子1 .4-0.1%ノ 間 ヲ上 下 シ2%以 上 ヲ以 テ増 加 ト見 做 セ リ,蓮 池 氏 ハ平 均0.3%(最 高

0.5%,最 低0.1%)ト ナ セ リ.即 チ網 状 赤 血球 ハ骨 髄 ノ反 應 性機 能 亢 進 セ ル 際 ニ血 中 ニ増加 ス ル赤 血 球 ナ ル

ヲ以 テNaswits氏 ノ血 球 破壊 ニ ヨ リテ生 ゼ シ造 血臓 器 ノ刺 戟 物 質Wundhormonガ 骨髄 ヲ刺 戟 シ骨髄 ハ反 應

性 機 能 亢 進 ヲ促 ス モ ノ トセ バ 溶 血 血 液 注射 後 血 中 ニ増 加 ヲ來 ス コ トハ 當 然 ノコ トニ シテ 骨 髄 機 能 判 定 上 網

状 赤 血球 ノ檢 索 ハ頗 ル 重要 ナ ル モ ノナ リ.

第1節　 健康幼若犬ニ於ケル溶血血液注射後 ノ網状赤血球ニ就 テ

余ハ健康幼若ナル犬(生 後2-3箇 月)5匹 ニ就テ實驗セシニ其ノ成績ヲ表示スレバ次ノ如 シ,

第1表
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以上第1表 ニ於テ明カナル如 ク血色素ハ溶血血液注射後増加スルヲ認ム.赤 血球ハ諸家ハ成績 ト等シク

注射後増加シ最大1705000ノ 増 加ヲナシ注射後2乃 至3日 ニシテ最高ニ達 シ其 ノ後漸次減少シ注射彼5乃

至6日 ニハ注射前ノ數ニ復歸ス.家 兎等ニア リテハ赤血球 ノ正常動揺又大ナリ.然レ ドモ百萬以上ノ動搖ア

レバ以テ異常動搖 トシテ可ナリ.白 血球數ハ注射2乃 至3日 後増加最高ニ達 シ其ハ後漸次減少 シ注射5目

ニシテ注射前ハ數ニ復歸ス.網 状赤血球ハ赤血球 ト等シク注射後増加 シ注射1乃 至2日 後増加 ハ最高ニ達

シ(最 高344500最 低44600)其 ノ後漸次減少シ注射5日 後注射前 ハ數ニ復歸ス.即 チ網状赤血球ハ注射後赤

血球 ト略ボ平行 シテ増減ス.

第2節　 脾臓剔出幼若犬ニ於ケル溶血血液

注射後 ノ網状赤血球ニ就テ

余ハ生後4箇 月 ノ幼若ナハ1犬ヲ用ヒ脾臓剔出ヲナシ剔出後5日 目溶血血液 ハ翻脉内注射ヲナシ血色素,

赤 血球數 ビ及 ビ網状赤1血球數ヲ檢索セシニ次 ハ第2表 ニ示ス成績ヲ得 タリ.

第2表

即チ上表ニ於テ明カナル如ク血色素量及ビ赤血球數ハ注射後一過性ノ増加傾向ヲ示スモノアレド脾臓ヲ

剔出セザル正常 ナル場合ニ於ケル如ク漸次増加 ハ傾向ヲ呈セズ 却ツテ減少 シ注射前ノ數ヨリモ減少スルヲ

認ム.網 状赤血球數ハ脾臓剔出後輕度ノ増加傾向ア リ溶血血液注射1日 後ハ輕度ハ増加アルモ其ノ後直チ

ニ漸次減少スルヲ認ム.

第3節　 人 ニ於 ケルNaswitie氏 現象 ト

其 ノ増血血球 ニ就 テ

Naswitis氏 ハ糖尿病患者ニ就テ其 ハ自家溶血血液ヲ筋肉内ニ注射 シ注射後赤血球數 ノ増加 スルヲ報告セ

リ.其 ノ後動物ニ就テノ實驗ハ前述諸家ニ依リテ報告サレタレ共人ニ就テ自家溶血血液ヲ靜脉内ニ注射シ

注射後其ハ血球成分ヲ研究セル業績ハ未ダ之ヲ見ズ余ハ入ニ就テ施行セシニ次 ノ成績ヲ得 タリ.
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第3表
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上記表ヲ通覧スルニ血色素量ハ注射後増加スルヲ認ム.而 シテ注射4乃 至6日 後注射前ノ%數 ニ復歸ス.

然 レ共第2例(後 藤)ノ 如ク再三注射ヲ反覆施行スル際ニハ漸次其ノ血色素量ハ増加ヲ來セリ.赤 血球數ハ

諸家及ビ余ノ動物實驗ニ於ケル成績 ト等シク注射後増加ス.而 シテ増加ハ注射2-3日 後 最高ニ達シ共ハ後

漸次減少 シ注射4乃 至6日 後注射前ノ數ニ復歸ス.白 血球数ハ注射後輕度ハ増減ヲ呈スレ共著明ノ増減ア

ルヲ認メズ.網 状赤血球 ハ注射後増加スルヲ認ム而シテ増加ハ注射1乃 至4日 後最高ニ達 シ其ハ後減少ジ

注射5乃 至6日 ニシテ注射前ノ數ニ略ボ復歸スルヲ認ム.各 種白血球質量ノ變化即チ幼若型中性嗜寿白血

球 ハ注射後増加ス.分 葉核中性嗜好白血球ハ注射後輕度 ノ減少アルヲ認ム.其 ハ他 ハ淋巴細胞,大 單核竝ニ

移行型細胞,「エオジン」嗜好細胞及ビ肥胖細胞ハ注射後著明ノ増減アルヲ認メズ.

第4節 概 括

以上本章ニ記述 セシ處 ヲ概括スルニNaswitis氏 現象ハ犬及 ビ家兎ニ於 テノ ミ認 メラルルモ

ノニァラズ シテ人ニ於テモ斯 ル事實ヲ證明 スルヲ得タリ.而 シテ溶血血液ノ静脈内注射 ヲ施 行

スル際 ニハ注射後血色素量増加ス.特 ニ人 ニ於テハ再三本法ヲ施行スル際 ニハ血色素ノ漸次増

量 スルヲ認 ム.白 血球數ハ注射後輕度 ハ増減 テ呈スレ共著變 ヲ認 メズ.各 種白血球質量ハ注射
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後幼若型中性嗜好白血球及 ビ桿状核中性嗜好白血球 ハ注射後増加スレ共其ノ他 ノ白血球 ニハ著

變 テ認 メズ.綱 状赤血球及 ビ赤血球數ハ有脾ノ人及 ビ犬ニ於テ注射後著明 ノ増多ヲ來 シ注射1

乃至4日 後増加最高ニ達 シ其後減少 シ注射5乃 至6日 後注射前ノ數ニ復歸ス.然 ルニ脾剔出犬

ニ於テハ溶血血液注射後赤血球及 ビ網状赤血球數ノ増加ヲ認 メズ.此 ノ事實ハ即 チ榊原博士ハ

Wundhormonハ 活力及 ビ機能 テ保有 スル脾細胞 ニ直接 シテ活動性 ト變 ジ骨髄ノ刺戟物質タル

ヲ得ル ト云フ實驗事實ヲ指示スルモノニシテ網状赤血球ノ増加モ同 ジクWundhormonノ 骨髄

刺戟反應ヲ證明スルモハニシテ脾別出犬ニ於テ溶血血液注射後網状赤血球ノ増加有脾犬ニ於ケ

ルガ如ク顯著ナラザルハWundhormonノ 骨髄刺戟作用ナキヲ意味スルモノナ リ.以 上ノ實驗

ニ依 リ溶血血液ハ何等ノ危險ナク人體靜豚内ニ注入スルテ得ルモノニテ注射後ハ著明ナハレ赤血

球及 ビ網状赤血球數 ノ増多ヲ來 シ一時 トハ云へ貧血 ヲ治 シ食慾 ヲ亢進セシム.此 ノ事實ハ吾人

臨牀家ニハ最モ重要ニシテ重症患者或ハ大出血アリシ患者又ハ術後一時衰弱 セル者等ニ本法 ハ

施 シ以テ患者 ノ轉機テ良好ナラシメ回生ノ道ヲ講ズルハ治療學進歩ノ一階梯タリ.而 シテ本法

ハ特 ニ輸血ノ代用 トシテ重要 ナル價値 アルモノト信ズ.

第4章　 鐵 劑 注 射 ノ 血 液 ニ 及 ボ ス 影 響 ニ就 テ

古來貧血患者ニ鐵劑 ヲ與フルハ一般治療界ニ用ヒラル法 ニシテ多少ノ效果 ヲ齎 シ居 レリ近來注射剤 トシ

テ鐵「エモ リゾール」賞用サル余ハ先ヅ本剤 ノ皮下注射ヲ行ヒ血液ニ及ボス影響如何 ヲ人體及ビ犬ニ就テ實

驗セリ.其 ノ成績ハ第4表 ハ如 シ.

第4表
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以上 ハ實驗成績ヲ見 ルニ犬ニ於テ體重1kgニ 就 キ鐵 「エモリゾール」0.1ccヲ 皮 下ニ注入スル トキハ血色

素 ハ注射開始後4日 迄ハ注射前 ノ%數 ヲ保テ ドモ其 ノ後漸次輕度ハ減少ヲ來ス.赤 血球數ハ注射後一時注

射前ハ數ヲ保テ共其 ハ後極メテ輕度 ハ減少 ヲ見ル.網 状赤血球ハ赤血球數 ト等 シク注射後増加スルコトナ

クシテ一時注射前ノ數ヲ保テ共共ノ後漸次減少ス,人 體ニ於ケル成績ハ上表 ニ示スガ如 ク鐵 「エモリゾー

ル」5ccヲ2, 4及 ビ7日 連續皮下注射ヲ行 ヒダル例症ニ於テモ白血球,赤 血球數,網 状赤血球數及ビ血色素

量ニハ増減アルヲ認メズ.要 之ニ鐵「エモリゾール」ハ犬ニ於テハ之ヲ連續注射(9囘)ヲ 行ヒシニ赤血球,

網状赤血球數及ビ血色素量ノ減少ヲ來シ人 ニ於テハ2乃 至7同 ハ連續注射ニテハ未ダ血液ニ何等ノ影響ア

ルヲ認 メズ.

第5章　 鐵劑注射ノ網状織西皮細胞系ノ

機能ニ及ボス影響ニ就テ

網 状織内皮細胞系 ハ機能約險査ハ近年漸ク人ノ注目スル處 トナ レリ. 1913年Aschoff,清 野氏等ガ網状線

内皮細胞系統 ノ意義ヲ確定シテヨリ此細胞系ガ諸種ハ新陳代謝調節作用ノ外專 ラ免疫的防禦現象ハ基地ナ

ルコト闡明セラレ之ニ關スル業績亦稀ナヲズ.親 近色素 ヲ以テ臓器 ノ機能的檢査ニ應用スルモノ多 ク殊ニ
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訟尾氏及ビ其 ノ門下ハ色素吸收及ビ排出ハ本態ヲ闡明ニシAdler u. Reimnnn氏 ハ特ニ網状織内皮細胞系ニ

着目シ色素 ヲ以テ其ノ機能的檢査ニ成功シ其 ハ機能障碍ハ一定 ハ疾患ニ關係 シ色素攝取ノ消長ハ共ハ疾患

ハ緩急及ビ豫後 ハ決定ニ資スべキモハナリト述ベ ダリセ余ハ 人 ニ於テ鐵劑注射 ノ網状織内皮細胞系ニ及ボ

ス影響ヲ色素注射ニヨリテ測定セントシ次 ノ研究ヲナセ リ.

第1節　 研 究 方 法

余ハ、研究材料 トシテハ泉外科入院患者ノ比較的健康チルモノニ於テ施行セ リ.先 ヅ對照 トシテ鐵劑注射

前ニ於テ1%「 コンゴーロー ト」液12㏄ ト0.25%ハ 食鹽水6㏄ トヲ混和シ靜脉内ニ注入 シ注射後45分 ニシ

テ採血シ溶血現象ヲ起サザル様血滴 ヲ分離 シ然ル後其ノ血清ニ就テ 比色セリ.而 シテ本實驗ヲ行ヒシ後4

乃至5日 後鐵劑 ノ皮下注射ヲ2乃 至7囘 連續注射 シ然ル後再ビ射照試驗 ト同様ニ「コンゴーロート」液12cc

ト0.25%食 鹽水6㏄ トヲ混和セル液 ヲ靜脉内ニ注射 シ注射後45分 ニシテ採血シ且血清ヲ分離シ比色セ リ.

本研究ニ使用セル注射器及ピ試驗管ハ乾燥減菌セルモハヲ使用シ採血時血液ノ凝固セザル様注意セ リ.而

シテ比色 スルニハDuboseq氏 比色計ヲ用ヒ「スタンダー ド」トシテハ2000倍 ノ「コンゴーロート」水溶液ヲ

用ヒ タリ.而 シテ比色ニハ同一血清ニ就キ5囘 行ヒ其ノ平均ヲ求 メテ價 トセリ.

第2節　 鐵「エモ リゾール」注射 ノ網 状織 内皮

細胞系 ニ及 ボス影響 ニ就 テ

膠性鐵劑ハ一面造血劑 トシテ使用セラレル外墨汁,銀 及ビ水銀劑 卜同様 ニ網状織内皮細胞系 ノ封鎖實驗

ニ使用セラル.然 レ共膠性鐵劑ノ連續注射ヲ施行スル際 ニハ前章ニ於テ記述ゼル如 ク決シテ赤血球及 ビ網

状赤血球數ノ増加ヲ招來スルモノニ非ズ.余 ハ其ノ何故ナルカヲ窺知セント欲シ先ヅ本劑ノ網状織内皮細

胞系 ニ及ボス影響ヲ知 ラソト欲 シ次 ノ研究ヲ行ヘリ.

第5表

附記　 表中平均價 トアルハ同一血清ヲ5囘 比色セシ價 ノ平均ニシテ最高ハ5囘 比色中ノ最高 ハモノ,

最低ハ5囘 比色中ノ最低ノ價ヲ示スモノナリ.
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以上 ノ研究成績ニ於テ明 カナル如 ク鐵 「エモリゾール」5ccノ 皮下注射 ヲナス隙ニハ2囘 ノ連續注射迄ハ

網状織内皮細胞系ニ著明ノ機能障碍 ヲ來サザ レ共4囘 連續注射ヲナセシモノニ於テハ 其ハ機能著シグ障碍

ヲ來ス.反 之シテ7日 連續注射 ヲナセシ例症ニ於テハ其ノ機能障碍4囘 連續注射例ニ比シ却テ輕度ナ リ.即

チ要之ニ鐡「エモリゾール」ノ連續注射ヲ施行スル際ニハ綱状織内皮細胞系 ハ機能ハ漸次障碍せラレ4日 ニ

シテ其ハ障碍最高ニ達 シ其 ノ後漸次恢復スルヲ認ム.

第3節　 鐵「エ レクロ イ ド」ノ網状織 内皮細胞 ニ

及 ボ ス影響 ニ就 テ

鐵「エレクロイド」ハ連續注射ノ網状織内皮細胞 ニ及ボス影響 ヲ見ルニ次表 ハ如シ.

第6表

附記　 表中平均價 トアルハ同一血清ヲ5囘 比色セシ價 ノ平均ニシテ最高ハ5囘 比色中ノ最高ハモハ,

最低ハ最低ハ價ヲ指示スルモハナリ.

以上研究成績ニ於テ明カナル如ク本劑ノ注射ニ因リテモ鐵「エモリゾール」注射 ト等シク2日 及ビ7日 連

續注射セル例症ニ於テハ網状織内皮細胞系ノ機能障碍輕度ニシテ4日 連續注射ヲ施行セル例症 ニ於テハ網

状織内皮細胞系ノ機能障碍前2者 ニ比シテ著シキヲ知ル.即 チ鐵「エレクロイド」連續注射ヲ施行スル際ハ

網状内皮細胞系 ノ機能ハ漸次障碍サ レ注射4囘 目機能障碍強度ニシテ其 ノ後漸次恢復スルモハナ リハ

第4節 概 括

以 上本章ニ於 ケル研究成績ヲ概括スルニ鐡「エレクロイド」及 ビ鐡「エモリゾール」ノ連續注射

ヲ施行スル際 ニハ網状織内皮細胞系ノ機能障碍 ヲ招來 スルモノナリ.而 シテ注射囘數ニヨリテ

網状織内皮細胞系 ノ機能ヲ刺戟 シ或ハ障碍 ヲ來 スモノニシテ2囘 連續注射後漸次其 ハ機能ハ障

碍 セラレ4囘 連續注射後機能障碍最高 トナリ其 ノ後漸次恢復 スルモノナ リ.
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第6章　 溶血血液注射 ト鐡劑注射併用後ニ

於ケル増血現象ニ就テ

溶血血液注射後ノ血液所見ニ就テ特ニ赤血球増多現象及ビ鐡劑注射後ノ血液所見ニ就テ等ハ各1事 項 ハ

研索成績ハ既ニ詳述セ リ然ラバ之等2操 作ヲ連續 シテ施行スル際ニハ果シテ如何ナル變化 ヲ血液ニ與 フル

モハナルカ甚ダ興味アル問題ナリ.鐵 劑 ハ連續注射ヲ施行セル際ニハ前章 ノ研究成績ニ於テ明カナル如ク

網状織内皮細胞系ノ機能障碍ヲ招來スルモ ハニシテ4囘 連續注射後其ノ機能障碍最高 トナ リ7囘 連續注射

後 ニ於テハ其ノ機能恢復スルモノナ リ.即 チ以上ハ事實ヨリシテ鐵劑ハ連續注射後溶血血液ノ注射ヲ施行

スルニハ網状織内皮細胞系ノ機能障碍強度ナル際ヨリモ 其ハ機能ハ未ダ犯サ レザル期間力又ハ之ノ恢復セ

ル際即チ7囘 連續注射後ニ於テナスヲ至當ナ リト信ズ.

第1節　 犬ニ於ケル溶血血液注射 ト鐵劑注射

併用後 ハ増血現象ニ就 テ

第7表
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上記第7表 ニ示スガ如ク鐵 「エモリゾール」ヲ2囘 注射 シ然ル後溶血血液ヲ注射セル犬ニ於テハ只單ニ溶

血血液 ハミヲ注射セル場合 トヲ比較スルニ血色素量及ビ白血球數ニ於テハ大ナル差異ヲ認メザレ共赤血球

數及ビ網状赤血球數ハ單一注射ニ比シテ其 ハ増加率多ク又其ノ増加期間長キヲ知ル.鐵 「エモリゾール」lkg

ニ付キ0.1cc6囘 連績注射 シ然ル後溶血血液 ノ注射ヲ施行セル2例 ノ犬ニ就テ之ヲ見ルニ,何 レモ白血球數

氏ピ血色素量ニ著變 ヲ認 メザ レ共赤血球數竝ニ綱状赤血球數ノ増加及ビ 其ノ増加期間 ハ延長ヲ呈セリ即チ
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要 之 ニ犬ニ於テハ單一注射即チ自家溶血血液ハミヲ以テ臓器ヲ刺戟スルヨリハ其ノ動物ニ鐵劑注射即チ其

ハ動物ニ増血 ノ材料ヲ與 ヘタル後溶血血液 ノ注射ヲナシ造血臓器ヲ刺戟スル際ニハ單一注射ヨリハ高度 ノ

赤血球竝ニ網状赤血球數ノ増加及 ビ増加期間 ハ延長ヲナシ得ルモノナリ.

第2節　 人體ニ於 ケル溶血血液注射 ト鐵劑注射

併用後 ノ増血現象ニ就 テ

第8表
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上記研究成績ヲ見ルニ鐡 「エモリゾール」5cc宛2囘 連續注射ヲナシ然ル後溶血血液12ccヲ 注射セル金

津ノ例ニ於テハ溶血血液 ノミ注射セル場合ニ比シ2操 作ヲ併用セル際 ニハ血色素量及ビ白血球數ニハ著變

ヲ認メザレ共赤血球數及ビ綱状赤血球數ノ著明ナル増多及ピ其ハ増加長期ニ渉ルヲ知ル.其 ハ他 ノ2例 即

チ鐵「エレクロイド」50c/7囘 連續注射後ニ溶血血液 ノ注射ヲ併用セル場合ニハ單一注射ニ比 シ血色素量
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竝 ニ白血球數ハ著變ハ認メザ レ共赤血球數竝ニ網状赤血球數ハ著明 ノ増加竝ニ其 ハ増加期間ノ延長スルヲ

認ム.即 チ要之 ニ人 ニ於テモ鐡劑 ハ連續注射後溶血血液ハ注射ヲナス時ハ溶血血液ノミノ注射ヲナス際ヨ

リモ赤血球數竝ニ網状赤血球數 ハ著明ノ増加竝ニ増加期間ハ延長ヲ招來スルモノナリ.

第3節　 概 括

以上本章ハ研究成績ヲ概括スルニ人及 ビ犬ニ於テ單ニ溶血血液ノ靜脉内注射 ノミヲ施行スル

場合 ヨリモ鐵「エモリゾール」或ハ鐵「エレクロイド」ノ連續注射ヲナシ然ル後 ニ溶血血液ノ静脉

内注射 テ施 行スル際ニハ注射後赤血球及 ビ網状赤血球數ノ増加著明ニシテ且増加期間ノ延長 ヲ

來 スモノナ リ.之 レ鐵「エモリゾール」或ハ鐵「エレク ロイド」ノ2囘 或ハ7囘 ノ連續注射 ヲナス

時ハ網牀織内皮細胞系ハ或 ハ刺戟 サレ或ハ機能障碍 ヨリ恢復 スルハ時期 ニシテ此時期ニ體内ニ

鐵剤ヲ投與スル時ハ體内ニハ造血材料ノ充満 ヲ見ル故ニ斯ル際ニ溶血血液 ノ注射 ヲナシ造血臓

器 ヲ刺戟 スル時ハ只單ニ溶血血液ノミノ注射 ヲナス際 ヨリモ亦血球及 ビ網状赤血球數ノ著明 ノ

増加及 ビ増加期間ノ延長 ヲ來 スハ當然 ナリ.余 ハ斯ル事實ハ本法テ再三繰 リ返 シ施行スルコト

ニ依 リ血色素量及 ビ赤血球數ノ増加 ヲ招來 シ依 ツテ以テ貧血ノ療法タ リ得ルモノニシテ將來貧

血ハ療法 ニ一大光明ヲ與 フルモハナ リト信ズ.

第7章　 結 論

余ハ以上各章ニ記述 セル研究成績 ヨリ次ノ如ク結論セン トス.

1.人 ニ於ケルNaswitis氏 現象ハNaswitis氏 及 ビ諸家ノ犬及 ビ家兎ニ於 ケ實驗成績 ト等 シ

ク明カニ認 ムルコ トヲ得.

2.人 及 ビ幼若犬ニ溶血血液 ノ靜脉内注射ヲ施行スル際ニハ注射後赤血球數 ノ増加 ヲ呈ス.

而 シテ注射2-3日 後増加最高ニ達 シ其 ノ後漸次滅少 シ注射4-6日 後注射前ノ數ニ復歸 ス.

3.人 及 ビ幼若犬ニ溶血血液 ノ靜脉内注射ヲ施行スル際 ニハ注射後網状赤血球數ノ著明ノ増

加ヲ呈ス.而 シテ注射1-4日 後増加最高ニ達 シ其ノ後減少 シ注射5-6日 後注射前ノ數 ニ復歸

ス.

4.脾 臓剔出幼若犬ニ於テハNaswitis氏 現象 ハ認メ得ズ又注射後網状赤血球數ノ増加ヲ來

サズ.

5.人 ニ鐵「エモ リノール」或ハ鐵「エレクロイド」ノ皮下注射ヲ毎日連續施行スル際ニハ網状

織内皮細胞系ハ機能障碍 ヲ來ス.而 シテ其 ノ機能障碍ハ注射後漸次著明 トナ リ注射4囘 後最高

ニシテ其ハ後漸次恢復ス.

6.人 及 ビ幼若犬ニ鐵「エモ リゾール」或 ハ鐵「エレクロイド」ノ連續注射後溶血血液ノ靜脉内

注射 ヲナス際 ニハ單ニ溶 血血液ノミハ注射.テ施行スル際 ヨリモ注射後赤血球及 ビ網状赤血球數

ノ増加高度ニシテ其 ノ増加持綾期間亦著 シク長キモノナリ.
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7.人 ニ溶血血液 ノ靜脉内注射 ヲ施行スル時 ハ幼若型中性嗜好白血球及 ビ桿状核中性嗜好白

血球 ヲ増加 ス,然 レドモ其 ノ他 ノ白血球ハ著明ハ増減テ示 サズ.

稿ヲ終ルニ臨 ミ終始懇篤ナル御指導ヲ賜バリ尚 ホ御校閲ハ勞 ヲ辱 フセシ恩師泉先生 ニ對 シ謹 ミテ深甚

ナル敬謝 ハ意ヲ捧グ併セテ常ニ有益ナル助言ヲ與ヘラレタル榊原助教授ニ謝意 ヲ表ス.
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612.1

Kurze Inhaltsangabe.

Uber die experimentalle Untersuchung der Behandelung 

der Anamie mit Naswitischen Methode.

Von

Dr. Kyoji Akaiwa.

Aus der chirurgi then Abteilung der Universitat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. G. Izumi.)
Eingegangen am 10. Mai 1930.

Nachdem ich fiber die Blutveranderung, hervorgerufen durch die Naswitische 

Methode and gleichzeitige subcutane Injektion von Eisenpraparaten bei Menschen and 

bei jungen Hunden Untersuchungen angestellt hatte, Kam ich zu folgenden Schliissen:

1) Nach meiner Erfahrung ist die Naswitische Erscheinung beim Menschen, sowie 

das Untersuchungsresultat nach Naswitis and anderen Autoren bei Menschen and bei 

Hunden ganz deutlich.

2) Durch die intravenose Injektion von hamolysiertem Auto-Blut bei Menschen and 

bei jungen Hunden nimmt die Erythrozytenzahl zu, erreicht nach 2 bis 3 Tagen den 

Hohenpunkt ihrer Vermehrung and kehrt 4 bis 6 Tagen wieder auf ibren urspriinglichen 

Wert vor der Injektion zuriick. Hierbei vermehrt sich auch die Zahl der jugendlichen 

Erythrozyten deutlich, erreicht den Hohenpunkt nach 1 bis 4 Tagen and kehrt nach 5 bis 

6 Tagen wieder auf den urspriinglichen Wert vor der Injektion zurack.

3) Obenerwahnte Erscbeinungen, treten aber bei jungen Hunden, denen man vor

laufig die Milz exstirpierte, nicht hervor.

4) Bei der intravenOsen Injektion des hamolysierten Auto-Blutes bei Menschen ver

mehrt sich die Zabl der jugendlichen and stabkernigen Leukozyten, aber die Zahl der 

Leukozyten der anderen Arten zeigt keine merkliche Veranderung.

5) Die fortdauernde subcutane Injektion von Eisen-emulsol and Eisenelecroid beim 

Menschen ruft eine Herabsetzung der Function des Reticuloendothelialsystems hervor.

6) Bei intravenoser Injektion von hamolysiertem Auto-Blut nach fortdauernder In

jektion von Eisenpraparaten ist beim Menschen die Vermehrung der Zahl der Erythro
zyten and ihrer jugendlichen Formen weit hochgradiger and die Zeitdauer der Ver

mehrung ist deutlich linger als bei der einfachen Injektion hamolysierten Auto- Blutes.
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